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暑
す
ぎ
た
日
々
が

過
ぎ
た
と
思
っ
た

ら
、
急
に
肌
寒
さ

が
襲
っ
て
き
ま
し

た
。
朝
晩
の
寒
暖

差
が
激
し
い
日
常

の
中
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
特
に
季
節
や
気

候
の
変
わ
り
目
は
体
調
が
崩
れ

や
す
い
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
と
十
分
な
睡
眠
を
心
が

け
て
、
実
践
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
と
併
せ
て
休
養
を

取
る
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
は
自
分
が
休
暇
を

取
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
で
き
て

い
ま
す
か
。
仕
事
量
と
比
べ
て

人
員
配
置
数
が
足
り
て
い
な
い

等
で
、
休
暇
を
取
得
し
に
く

い
実
態
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

キ
ッ
チ
リ
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

仕
事
量
に
見
合
っ
た
人
員
を
配

置
さ
せ
る
た
め
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
過
重
労

働
や
ス
ト
レ
ス
に
襲
わ
れ
る
前

に
、
現
場
で
働
く
組
合
員
の
声

を
集
約
し
て
、
要
求
し
交
渉
を

重
ね
て
改
善
に
向
け
て
、
全
員

で
取
り
組
ん
で「
み
ん
な
の
力
」

で
、
働
き
や
す
い
職
場
を
作
り

上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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17日　県本部人権研修会（県本部／ウェブ）

20日　確定闘争統一行動日

５日　県本部囲碁将棋大会（ひょうご共済会館）

当面の日程

確定闘争、団結 !!

iNaki

　

２
０
２
６
自
治
体
確
定
闘
争

で
は
、
す
べ
て
の
組
合
員
の
生

活
を
守
り
、
賃
金・労
働
条
件
の

改
善
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
。

　 

今
年
の
人
事
院
勧
告
で
は

月
例
給
が
平
均
３
・
51
％
、
一

時
金
が
０
・
05
月
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
中
堅
層
以
上
の

職
員
や
再
任
用
職
員
の
給
与
改

善
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
神
戸
市
は
９
月
16
日
に

平
均
３
・
59
％
、
兵
庫
県
は
10

月
14
日
に
３
・
３
％
、
県
・
神
戸

と
も
一
時
金
０
・
05
月
引
き
上

げ
の
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

県
本
部
で
は
、
確
定
闘
争
の

重
点
課
題
と
し
て
、
①
給
与
の

引
き
上
げ
と
年
内
差
額
支
給
、

②
初
任
給
水
準
の
引
き
上
げ
、

③
38
歳
４
級
到
達
に
む
け
た
在

級
期
間
の
短
縮
、
④
中
途
採
用

者
の
賃
金
改
善
、
⑤
再
任
用
職

員
の
一
時
金
・
級
格
付
け
改
善
、

の
５
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

　 

特
に
、
中
堅
層
の
昇
格
停

滞
や
賃
金
の
伸
び
悩
み
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
民
間
経
験
を

持
つ
中
途
採
用
者
の
前
歴
換
算

や
昇
給
・
昇
格
の
改
善
を
求
め

る
。
ま
た
、
再
任
用
職
員
に
つ

い
て
も
、職
務
・
職
責
に
見
合
っ

た
処
遇
と
一
時
金
の
支
給
月
数

改
善
を
め
ざ
す
。

　 

各
単
組
で
は
、
賃
金
実
態

を
把
握
・
分
析
し
、
地
域
や
職

場
の
実
情
に
応
じ
た
要
求
を
確

立
し
、
交
渉
に
臨
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

県
本
部
は
、
11
月
12
日
と
19

日
を
交
渉
の
ヤ
マ
場
と
し
、「
統

一
要
求―

統
一
交
渉―

統
一
妥

結
」
を
基
本
に
、
全
単
組
が
結

集
し
、
要
求
実
現
に
む
け
て
取

り
組
み
を
進
め
よ
う
。

単組交渉のため県の考えを引き出す交渉団

　

兵
庫
県
本
部
は
10
月
28
日
に

県
庁
西
館
会
議
室
に
お
い
て
、

２
０
２
６
賃
金
確
定
闘
争
に
む

け
た
県
市
町
振
興
課
と
の
協
議

を
行
っ
た
。

　

県
本
部
と
県
市
町
振
興
課
と

の
協
議
は
、
毎
年
春
闘
期
と
賃

金
確
定
期
の
２
回
実
施
し
て
い

る
。
県
市
町
振
興
課
は
、
県
内

市
町
の
職
員
の
勤
務
労
働
条
件

に
つ
い
て
助
言
を
行
う
立
場
に

あ
り
、
そ
の
助
言
が
各
市
町
の

労
使
交
渉
や
合
意
事
項
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
県
本
部

は
、
各
市
町
の
自
主
的
な
労
使

交
渉
を
尊
重
し
、
労
使
合
意
事

項
に
不
当
に
介
入
し
な
い
こ
と

を
基
本
に
、
未
払
い
賃
金
や
安

全
衛
生
委
員
会
の
未
開
催
な
ど

の
法
令
違
反
や
不
適
切
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
そ
の
是
正
に

む
け
た
適
切
な
助
言
を
求
め
て

き
た
。

　

今
回
の
協
議
で
も
、
こ
う
し

た
基
本
姿
勢
を
改
め
て
確
認
す

る
と
と
も
に
、
勤
務
労
働
条
件

の
改
善
に
む
け
た
課
題
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

特
に
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

が
低
い
自
治
体
に
対
し
て
は
、

国
と
の
給
与
水
準
の
均
衡
を
図

る
観
点
か
ら
の
賃
金
水
準
の
引

き
上
げ
や
、
今
年
の
人
事
院
勧

告
で
出
さ
れ
た
７
日
の
無
給
休

暇
制
度
の
適
切
な
運
用
に
む
け

た
積
極
的
な
助
言
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ
い
て
も
、
常
勤
職
員
と
の

均
衡
を
踏
ま
え
、
賃
金
改
定
の

４
月
遡
及
や
新
た
に
支
給
可
能

と
な
っ
た
住
居
手
当
・
扶
養
手

当
の
取
り
扱
い
な
ど
、
賃
金
・

諸
手
当
や
休
暇
制
度
な
ど
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
の
助
言
を
進

め
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

県
本
部
は
、
各
市
町
に
お
け

る
労
使
自
治
の
尊
重
と
、
法
令

に
基
づ
く
適
正
な
勤
務
労
働
条

件
の
確
保
を
基
本
に
、
引
き
続

き
県
市
町
振
興
課
へ
の
働
き
か

け
を
強
め
る
と
と
も
に
、
各
単

組
の
賃
金
確
定
闘
争
を
支
援
し

て
い
く
。

　

第
41
回
地
方
自
治
研
究
全
国

集
会
が
、
10
月
２
～
３
日
、
福

井
県
福
井
市
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
約
１
７
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

１
日
目
は
、「
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
プ
ラ
ザ
」
で
全
体
集
会
が
あ

り
、
自
治
労
本
部
・
石
上
千
博

委
員
長
、
福
井
県
本
部
・
大
嶋

智
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
地
方

自
治
研
究
賞
受
賞
作
品
の
発

表
、
表
彰
、
集
会
の
基
調
提
起

が
行
わ
れ
た
。

　

兵
庫
か
ら
は
伊
丹
市
職
員
労

働
組
合
の
レ
ポ
ー
ト
な
ら
び
に

論
文
が
提
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
自
治
研

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
①
「
自

治
研
は
も
う
い
ら
な
い
!?
」
②

「『
わ
た
し
の
自
治
研
』
は
ど
う

は
じ
ま
る
の
か
」
③
「
自
治
研

は
『
わ
た
し
』
を
ど
う
か
え
る

の
か
」
と
題
し
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
参
加
者
の
声
の

ラ
イ
ブ
集
計
な
ど
も
活
用
し
な

が
ら
問
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
６
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
、
各
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、福
井
県
本
部
に
よ
る「
組

合
フ
ェ
ス
」な
ど
も
催
さ
れ
た
。

　

兵
庫
か
ら
は
、
県
本
部
と
７

単
組
か
ら
合
計
13
人
、
自
治
研

セ
ン
タ
ー
か
ら
４
人
が
参
加

し
、
開
催
前
日
に
開
催
さ
れ
た

福
井
県
本
部
主
催
の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
や
、
１
日
目
終
了

後
の
自
治
総
研
・
自
治
研
セ
ン

タ
ー
交
流
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

関
係
者
が
出
席
し
た
。

ライブ集計を使ったセッション

田村 克也・三田市長
� （９月１日）
清元 秀泰・姫路市長
� （９月30日）
山名　宗悟・神河町長
� （10月８日）
高島　崚輔・芦屋市長
� （10月９日）
中田 慎也・伊丹市長
� （10月20日）
岡本 信司・猪名川町長
� （10月23日）

ス
マ
ホ
で
参
加
型
討
論
を
実
施

詳細は、県本部ホームページに
掲載しています

助
言
強
化
を
振
興
課
へ
要
請

給
与
水
準
均
衡
と
処
遇
改
善
へ
む
け
て

全
世
代
の
賃
金・労
働
条
件
の
改
善
へ

２
０
２
６
自
治
体
確
定
闘
争
に
結
集
し
よ
う

ふ
く
い
自
治
研
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全労済自治労共済本部資料より引用

あいさつする青年部役員

　

青
年
部
は
９
月
26
日
、
ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
で
第
30
回
定
期

総
会
を
開
催
し
、
代
議
員
、
常

任
委
員
あ
わ
せ
て
27
単
組
35
人

が
参
加
し
た
。

　

今
村
龍
乃
介
青
年
部
長
は
、

あ
い
さ
つ
で
業
務
量
増
加
や

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
で
人
員
が
不

足
す
る
状
況
を
あ
げ
、「
公
務

サ
ー
ビ
ス
へ
の
使
命
感
で
働
い

て
い
る
の
が
実
態
で
は
な
い
か
。

現
場
で
最
前
線
に
立
つ
青
年
労

働
者
の
現
状
を
改
善
す
る
要
求

づ
く
り
が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

県
本
部
の
戎
剛
副
委
員
長

は
、
あ
い
さ
つ
で
マ
ル
セ
太
郎

さ
ん
の
「
学
習
は
人
に
勝
つ
た

め
に
す
る
の
で
は
な
い
。
弱
い

人
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
弱

い
人
の
た
め
に
た
た
か
え
る
た

め
だ
」と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
、

組
合
活
動
の
大
切
さ
を
強
調
し

た
。

　

経
過
報
告
は
、「
学
習
」「
交

流
」「
新
規
事
業
」
の
各
部
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　

方
針
提
案
で
は
、
地
域
別
交

流
会
を
通
じ
て
職
場
実
態
交
流

を
行
う
こ
と
、
当
面
す
る
２
０

２
６
確
定
闘
争
で
青
年
女
性
決

起
集
会
を
開
催
し
、
賃
上
げ
に

取
り
組
む
こ
と
等
を
藤
原
峻
也

書
記
長
が
提
起
し
た
。
質
疑
で

経
費
節
減
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
、
執
行
部
は
「
会
議
は
原

則
リ
モ
ー
ト
と
し
、
旅
費
を
削

減
し
て
い
る
。
一
方
、
学
習
と

交
流
な
ど
大
切
に
す
る
と
こ
ろ

は
、し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
」

と
答
弁
し
た
。

　

総
括
・
方
針
案
は
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
た
。

会
や
、
特
別
企

画
「
じ
ち
ろ
う

共
済
マ
イ
カ
ー

見
積
も
り
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
も

開
催
し
た
。

　

自
治
労
組
合

員
だ
か
ら
加
入

で
き
る
じ
ち
ろ

こ
え
、
参
加
者
は
シ
ー
ト
を
広

げ
て
豆
も
ぎ
を
楽
し
ん
だ
。

　

子
ど
も
向
け
「
お
菓
子
の
つ

か
み
取
り
」
で
は
、
子
ど
も
達

が
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
に
嬉
し

そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　

地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
黒
豆

味
噌
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選

熟
前
２
～
３
週
間
だ
け
。
粒
が

大
き
く
、
甘
み
・
コ
ク
が
強
い

の
が
特
長
だ
。
希
少
性
の
高
さ

か
ら
「
幻
の
枝
豆
」
と
も
呼
ば

れ
て
お
り
、
今
年
は
特
に
豊
作

だ
っ
た
。

　

収
穫
祭
当
日
、
畑
か
ら
は
鈴

な
り
に
実
る
枝
豆
に
歓
声
も
聞

　

10
月
24
日
、
県
本
部
は
黒
豆

収
穫
祭
を
丹
波
篠
山
市
内
で
開

催
し
、
16
単
組
63
組
１
６
０
人

が
参
加
し
た
。

　

毎
年
、
職
場
の
仲
間
同
士
や

家
族
連
れ
の
組
合
員
で
賑
わ
う

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
で
18

回
目
を
迎
え
る
。

　

丹
波
篠
山
の
黒
大
豆
「
丹
波

黒
」
の
枝
豆
は
収
穫
期
間
が
完

う
マ
イ
カ
ー
共
済
は
、
団
体

割
引
が
25
％
、
無
事
故
割
引
は

最
大
65
％
適
用
さ
れ
る
。
一
瞬

の
交
通
事
故
が
失
職
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
公
務
員
を
守
る
た

め
、
起
訴
前
の
弁
護
士
費
用
を

補
償
す
る
独
自
の
特
約
が
全
契

約
に
付
帯
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
安
心
を
提
供
し
て
い
る
。

見
積
も
り
を
し
た
約
８
割
が
選

択
す
る
実
績
か
ら
も
「
自
治
労

組
合
員
の
特
権
」
を
実
感
し
や

す
い
制
度
で
、
今
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
13
人
が
見
積
も
り

に
む
け
て
手
続
き
を
行
っ
た
。

　

黒
豆
収
穫
祭
は
年
々
参
加
者

が
増
え
て
お
り
、
今
年
は
兵
庫

県
職
労
、
神
戸
市
従
、
丹
波
篠

山
市
職
労
、
丹
波
市
職
労
か
ら

動
員
協
力
を
得
て
開
催
し
た
。

　

今
後
、
組
合
員
む
け
の
単
組

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
活
用
も
期

待
さ
れ
る
。

推し活グループトークで交流した

　

９
月
26
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済

会
館
で
第
30
回
定
期
総
会
を
開

催
し
、
24
単
組
38
人
が
参
加
し

た
。
澤
田
典
子
女
性
部
長
は
開

会
あ
い
さ
つ
で
、
若
い
世
代
の

離
職
の
背
景
に
は
、
賃
金
だ
け

で
な
く
働
き
方
の
問
題
も
あ
る

と
指
摘
し
、「
仕
事
も
大
切
だ

が
、
自
分
の
人
生
も
大
切
。
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
み
ん
な
で

声
を
上
げ
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。
続
い
て
、
戎
副
委
員

長
、
Ｉ（
ア
イ
）女
性
会
議
の
小

城
智
子
さ
ん
か
ら
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
経
過
報
告
、
運

動
方
針
、
当
面
の
闘
争
方
針
が

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
「
心
と
身
体
の
セ

ル
フ
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
交
流

会
を
開
催
し
、
市
町
や
職
種
の

異
な
る
仲
間
同
士
で
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
推
し
活
や
ラ
イ
ブ
、

１
人
で
過
ご
す
時
間
な
ど
、
お

互
い
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
を

紹
介
し
、
工
夫
を
共
有
す
る
こ

と
で
自
身
の
疲
れ
や
心
の
状
態

を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
澤
田
部
長
は
、
自

分
自
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
だ
け
の
賃
金
を
得

る
こ
と
は
当
然
の
権
利
で
あ

り
、
そ
の
視
点
を
組
合
活
動
に

も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と
訴
え

た
。
ま
た
、「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
が
心
を
軽
く
す
る
こ
と

に
触
れ
、
認
め
合
う
こ
と
で
前

向
き
に
な
れ
る
関
係
を
築
き
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
に
す
る
た
め
の
組
合
活
動
に

つ
な
げ
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け

た
。

　県本部町職員連絡協議会は９月26日
に福崎町文化センターにおいて第55回
定期総会を開催した。
　主催者を代表し石田義浩議長は、「各
町においても、人材不足が続き、業務
量の増加や若手育成などの負担増が現
場で生じている。人手不足等の影響が
懸念される中、活動継続に向けて組合
員の声を丁寧に拾い、より良い労働環
境の実現へ一致団結して取り組もう」
とあいさつした。
　議事に入り、2026年活動報告、2027年活
動方針案及び当面の闘争方針案、町職連協
統一要求書案を執行部から提案し、それぞ
れ全体の拍手で承認された。
　取り組み報告では、播磨町職・下岩武史
代議員から「中途採用者が増加している中
で、これまで『八掛け』の運用により、適
正処遇と人材確保の観点から制度改正を当
局へ要請し協議してきた。当局も人材確保
の重要性を理解し、中途採用者の前歴換算
制度の改正を認め、在職者も前歴評価が適
正に反映されることとなった。改正前期間
の給与差額の遡及支給はなく、10月以降の
給与に反映する内容で妥結。引き続き、処
遇改善と働きやすい職場環境の実現にむ
け、当局との協議を継続していく」と報告
を受けた。

団結ガンバローで締めくくった

青
年
層
の
状
況
改
善
に

む
け
要
求
書
づ
く
り
を
！

仕
事
も
人
生
も
大
切
に

心
身
の
ケ
ア
を
テ
ー
マ
に
交
流
女性部総会

青年部総会

第18回
黒　豆
収穫祭

丹
波
篠
山
“
幻
の
枝
豆
”
大
豊
作

マ
イ
カ
ー
共
済
見
積
も
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
好
評

秋空の下、豆もぎを楽しむ参加者

鈴なりに実る黒枝豆

仲間と参加し交流

町職連協総会

前歴換算制度を改正
在職者も前歴を適正に反映


